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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 映　　　　　 画

　　　　　　　　　 部分的に β線照射を うけた細胞にお ける染色体の 行動

　　　　　　　　　　　　　 牧野 　佐 二 郎 ・中西 　宥　（北大 ・理 ・動）

ス トロ ン チ ュー
ム 90 よ りの β線 の マ イ ク 卩 ビ ーム を フ キ バ

ッ タ の 第 1 精 母 細胞 （中期） に 部 分 的 に 照 射
し，照射をうけた 1− 2 個 の 染色俸の 行勤 を位植差顕 微鏡映 画 法 に よ り追 跡 した。照射 を 5け た染 色体は 動

原体 を反対極 に強 く向 け て 両極 へ 移行 し よ う と す るが ，そ れ ら の 末端部 に 強 い 接着 が 生ず るた め ic， 分離が

出来ず，染 色 体 は両極 の 間 に 長 く伸び て 染色体橋 を形成 す る c 中期 の お そ い 時期 に 照射を うけ た場 合 に は ，

難 体鮒 離に 庭 灘 起 ・ るが ・三多 くの 場 合，細胞 分裂証 常 雕 入
， 娘腿 燃 拓 。 し か し，た 厩

両 極 に 他 の す べ て の 築色体 が到達 し て い る場 合 で も，た とiI 個 で ミ，影響 を うけ た染 色体 の 粘着力が 非常 ic
強 くて ・ 分欝 不鰍 ・ な っ た 塒 間的 ・長 吩 離轟 が起 き 赴 きに は，eDva 胞 は 完 採 娘搬 つ くる こ

とが で きない よ うで つ い に は 復 旧核を つ くる に 至 る 。 恐 ら く，終 期 に な っ て 紡錘 体 の は た らきが止 ま っ て し

ま 旋 と きに 汾 離 下能 に な ・ た か ・あ る lp は 嫌 碓 翫 鎌 色体 畔 占薄 力灘 た らい て ， 復 旧核 の 形成

を 導 くの で は な い か と考 え る が浩論は 今後 の 研究 に 待 つ c，

　　　　　　　　　　　　　　　　　 遺　　伝 ・細　　胞

　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 n 会 場 ・第 1 日

　　　　　　　ラ ッ トにお ける p の 複対立遺伝子　　　吉 田　俊 秀　（国立潰伝 研 ）

三 島市内 タトで 2 頭 の 毛 色 躙 す る騨 変 異 力 陸 購 し，そ の ：躯 雌 費 な し た 。 そ k．5 の うち，1
頭 （N °・1）は謝 脆 毛 赧 ラ ・ ト （雌 〕で あ る ． ・ の ラ ・ トと 当 騁 室 で 賄 中の W ・，。 epi 。 ・ ，，。 d ，，ll。 w

X 〔”IA　pp　lth）・及 び C … 1・ bl・・k 系 〔・m ・Pi ’
・HH ） と類 己し た岳裸 ，

　N ・．1 フ 。 ｝・は ．4△ ρρ HH 翫

子 翹 つ こ と を繊 め た・他 の 1頭 （N 。2 月 鍛 灰色 プ ド廼 眼 ラ 。 卜 （嫻 で ， 毛 色爛 し て は 当 鯖 室
で PmA

’
Ll ；’f’　 Alb ・ n ・ m ラ ・ ｝・ （c

腿♂ 遺伝子 観 つ ） と非常 lcよ く似 て 、・ る ．
　 N ・ ，2 ラ 。 ト と Alb。。 y 系

Wayne 　 pink　 ey ・d　ydl 。 w 　h ・ ・ d ・d　 X ・ 及 び N 。 ・1 ラ ・ ト等 との 交配 の 結果 ，こ 頒 野 。 ト｛t，　 c
・

と は

関驚 く」 P の 緲 拉 遣断 好 楓
・
略 づ ⇔ i’・t’・ て い る ・ と を 知 。 た ． pm が A を瞳 ば黄碣色 ブ

ドウ 色瞑， a を竿 え ば淡灰 色 ブ ドウ 色眼 と な る 。　pm ＞p の 関係 に あ り p の 複対 立 選 伝 子 の 発 見 は
・
今 国 が

始め て で あ る ・ 7 ・ トの 毛鯰 戴 ・ る キ ・ レ ニ 環 を 蹴 し 汐 欄 上 同 じ よ う1現 え て 韓 伝 子 の 差歟 よ

っ て ， キ ス レ ニ ン 量 に 著 し い 差異 の あ る こ と を確 認 した 。

　　　　　　　長 岡地方の ト ノサ マ ガ エ ル 集 団にみ られ る性 的異 常個体に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　 守屋　勝 太 　  山大 ・教育）

新潟県麗 罅 外 に 鴇 す る ト・ …　
一
“ ガ エ ル a ・fi然難 中 に は 漏 子醐 ・瓔 常 を 肪 栃 個 体 b・L ば し

ば α76 隣 57 匹 ） F・・・… だ さ鳩 ・ こ 紡 の 麟 り 髏 を精 子 形欄 に 観察 掲 と ， 精母髄 の 大瀚 ま

た は そ の 1部が第 膕 成熟 分 裂 畷 期 ｛紛 裂 稚 の ま ま退 化 ， また は 少擇｛の 大形 異舗 于 曖 態 し て 、、 る ．

こ の よ う孀 子 形 成黠 は鯉 地方の ト ・ サ マ ガ エ ル 瞞 冩 中 間麟 〉 とイ鼬 方の ト ノ サ マ ガ ユ 、・　iO ’ノ サ
ー
“

種族） との 間 で 人 蕨 配 に よ ・ て つ く ・ た 正逆礁 種 の 雄 で 確 か め ら授 結果 と 駈 同様 笥 る ． ttc 前述
の 性的異爺 体 “C は ・ 体形 や精巣の 形臆 諾 干 の 点 で ， 魑 旺 常鰤 骭 問齦 と ト ・ 伽 種族 との 中
間 に 位 tb もの が 多喉 岡 地箭 ・は新潟 燗 種族 と ト卅 マ 獸 との 分布磁 な 。 て 幡 贓 施 る の で ，

上 記 の 性蝦 常ne・esは 2 種撚 の 日 然交雑 に よ っ て 生 じた 繼 F 、 や そ の 戻 し鞭 （雌輝 の 子孫） な ど で

あ る と思 わ れ る。

（21 ）
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